
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

（ 八代清流 ）高等学校 平成２８年度学校評価表

１ 学校教育目標

（１）感動ある教育を展開し、地域の進学等希望者の夢を地域で叶える学校を目指す。

（２）スポーツが盛んで、文化の香りのする学校を目指す。

（３）生徒・保護者・地域住民に信頼され、愛される学校を目指す。

２ 本年度の重点目標

（１）生徒の自律（自立）心の高揚を図りながら、生徒一人一人の成長を目指す。

（２）「プロメ・プラン」を効果的に活用し、生徒の進路実現を目指す。

（３）保護者や地域住民と連携して特色ある学校づくりを目指す。

３ 自己評価総括表

評価項目
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

大項目 小項目

学校
経営

今後の学
校経営の
方向性の
具体化

清流未来創
造プロジェ
クトチーム
による提言

現状の把握と
課題の整理を
行い、５年、
１０年後を見
据えた取組の
具体策を検討
する。

主任主事から課
題を出させ、プロ
ジェクトチーム
で検討し、各部・
学年・教科等に対
して、提言を行
い、実行に移すた
めの協力を得る。

Ｂ

提言により１年次から開
設した特進クラスが卒業
を迎え、昨年度に引き続
き（昨年度は２年次から
開設）進路実現に大いに
貢献した。特進クラスの
これまでの活動をプロジ
ェクトチームで検証し、
意義を確認するとともに
今後の取組を検討した。

安全な学
校づくり

安全管理の
徹底と整備

危険箇所の把
握と早期対応

安全点検を年に
２回実施し、安全
100％を目標とす
る。

Ａ

安全点検をとおして、危
険箇所の把握と改善を行
った。

危機管理意
識の向上

危機管理マニ
ュアルによる
意識の共有化

職員研修を実施
するとともに、防
火防災訓練を実
施し、危機管理意
識の向上を図る。

Ｂ

防災訓練を２回実施する
ことで、職員の危機管理
に対する意識を高めるこ
とができた。マニュアル
の積極的な活用ができな
かった。

地域から
の信頼を
得る学校
づくり

地域及び保
護者との連
携

保護者からの
協力による学
校行事の開催

体育大会や文化
祭、ハーフマラソ
ン大会等で保護
者からの協力を
得て、行事を成功
させる。

Ａ

学校行事に多くの保護者
の参加協力をいただき、
行事を成功させることが
できた。

生徒による
地域貢献

地域行事への
協力

地域のボランテ
ィア活動に積極
的に参加する。

Ａ

多くの生徒が様々なボラ
ンティアに参加・活動す
ることで、郷土を大切に
思う心の育成ができた。
生徒会では、地域のイベ
ントの運営に積極的に参
加することができた。



八代清流
高校の評
価向上

八代清流高
校の周知

八代清流高校
のＰＲの工夫

ホームページの
改良や学校説明
会のあり方を再
検討し、募集定員
を満たす。

Ａ

オープンスクールでは終
日学校を開放し、日常の
授業風景を公開した。併
せて学校説明会を開催
し、中学校においての説
明会ではできなかったよ
り詳しい説明を行うこと
ができた。参加者アンケ
ートでは概ね好評を博し
た。

進学重視型
単位制の周
知

進学重視型単
位制の特徴や
メリットをＰ
Ｒ

教育課程や選択
科目を動画やス
ライドを使って
わかりやすく説
明する。

Ａ

進学重視型単位制の特徴
に的を絞ったスライドを
上映し、中学生にわかり
やすくシンプルに伝え
た。選択科目の多さは中
学生の印象に強く残った
ようだ。

学力
向上

わかる授
業の推進

職員の授業
力の向上

３年間を見通
した授業計画
の構築と授業
力向上のため
の研修と実践

年２回の公開授
業後合評会を実
施し、お互い指摘
しあうことで授
業力を高める。 Ｂ

ＩＣＴを用いた授業を研
究授業とし視覚的に訴え
る授業の実践を研修し
た。思考力・判断力・表
現力等を深めるための授
業の活用等、生徒の「わ
かる」を高めていくため
の研修が引き続き必要で
ある。

生徒の授業
理解度の把
握

生徒による授
業評価の実施

年２回授業評価
を実施し、その結
果を十分に生か
すことで授業力
の向上につなげ
る。

Ｂ

評価の結果の活用が教
科、本人任せである。学
校としての活用方法の検
討が必要である。また、
思考力・判断力・表現力
等を深めるための授業に
あわせた評価項目の再考
も必要である。

自学自習
できる生
徒の育成

生徒の自主
的な家庭学
習への取組

生徒の家庭学
習時間を増や
すための工夫
と、家庭学習
のやり方を指
導

年３回の家庭学
習時間調査結果
をもとに各教科
で家庭学習時間
増加のための方
策を検討する。ま
た、面談週間や家
庭訪問を利用し
て、学習の仕方を
アドバイスする
よう努める。

Ｂ

家庭学習時間調査を契機
としてクラス全体で学習
についての指導が行われ
た。１回目の調査に比べ
て、２回目の調査では１
年生は平均８．９分減少
したが２年生は変化な
し、３年生では６分増加
した。

キャリ
ア教育
(進路
指導)

進路意識
の高揚

生徒の進学
意識の改革

個に応じた進
路実現と四年
制大学への進
学希望者の増
加

教務部単位制係
と連携し、年６回
程度行う面談の
充実と低学年か
らの体系的な進
路指導に努める。

Ａ

面談や総合的な学習の時
間での取り組みにより大
学等への進学希望者が増
加した。センター試験受
験者が６割を超え、最後
まで挑戦する生徒が多く
見られた。

望ましい職
業観・勤労
観の育成

高大連携出張
講座やインタ
ーンシップへ
の積極的な参
加および資格
取得、検定へ
の挑戦を促進

ＬＨＲや総合的
な学習の時間「プ
ロメ・プラン」２
年次のキャリア
プランニング活
動の充実を図る。

Ｂ

課題研究へ取り組む姿勢
は概ね良好だったが、個
人差が見られた。資格、
検定取得やインターンシ
ップ活動への積極的な参
加が見られた。

希望する
進路を実

生徒の進路
希望や学力

進路希望調査
および模試デ

進路希望調査及
び模試結果の分

Ｂ
調査･分析により問題点
の把握等、情報を共有で



現するた
めの学力
等の育成

等の的確な
把握と指導

ータの有効活
用。課外授
業、土曜講座
の充実

析を行い、個別面
談に生かす。課外
・土曜講座の出席
率100％を目指
す。

きた。今後は面談等を通
じて生徒個人の進路意識
を高めたい。進路が決ま
った生徒の課外・土曜講
座の欠席が見られた。

コミュニケ
ーション能
力等の育成

小論文指導や
面接指導の充
実

総合的な学習の
時間の活用と、全
職員による３年
生への小論文･面
接の個人指導の
実施。

Ａ

２年生までに取り組んだ
プロメ活動を３年での受
験（小論文・プレゼンテ
ーション・面接等）に生
かすことができた。ＡＯ
・推薦入試
で多数の合格者を出すこ
とができた。

生徒
指導

生徒の自
律心と自
尊感情の
育成

自ら判断
し、行動で
きる生徒の
育成

生徒が自ら行
動できる環境
の整備

生徒が前面に立
って自発的に協
力して学校行事
を運営するよう
な取り組みを行
っている。

Ｂ

生徒が学校行事の運営に
関わるのはほとんど生徒
会が中心であった。
また、全校集会時の集ま
りや私語を慎むことに関
しては各クラスできてい
なかった。

基本的生活
習慣を確立
させる。

時間の厳守
挨拶の励行

欠席数を減らす。
朝学習に遅刻さ
せない。

Ｃ
例年に比べ遅刻者が年間
を通じて目立った。

明るく楽
しい学校
づくり

問題行動や
いじめのな
い学校を目
指す。

問題の早期発
見と素早い対
応

アンケート等の
調査により、問題
を発見し、早期に
対応する。

Ａ

心のアンケートの調査の
結果を見ても、ほとんど
の生徒が楽しく学校生活
を送れている

交通指導
の強化

交通マナー
の向上

交通講話の実
施
二重ロックの
推奨

交通講話による
交通安全教育を
徹底する。
月１回の二重ロ
ック点検を実施
し、二重ロック
１００％を目指
す。

Ｂ

交通講話や交通指導を行
なってきたが依然とし
て、一部の生徒の中にマ
ナーを守らない者（自転
車に乗りながらの携帯使
用）や一時停止、並進な
どが目立った。二重ロッ
クに関しては、生徒の規
範意識が薄く、１００％
達成は実現できなかっ
た。

人権教
育の推
進

命を大切
にする心
を育む指
導

命を大切に
する心を育
むプログラ
ムの推進

指導ユニット
に従って、心
に響く多様な
指導を実施

全教科全領域で
「生徒の命を大
切にする心」を育
む指導を実施す
る。

Ａ

全教科及びホームルー
ム、講演会等でクラスや
学年主導により、概ね計
画どおり実施できた。

自分の夢や
目標を持た
せ、人の役
に立つこと
・尽くす姿
勢を身に付
けさせる。

全学年で総合
的な学習の時
間を利用し、
「プロメ･プ
ラン」を実施

将来の目標の設
定、自分の考えの
発表、目標達成の
ための具体策を
考えさせる。

Ａ

プロメ・プランを活用し
て自己の生き方を見つめ
させ、自己肯定感を高め
るために全職員がよく取
り組み、目的を達成し
た。

職員の人
権意識の
高揚

職員研修の
充実

校内研修会の
計画的な実施
及び外部研修
会への積極的
な参加

地域で実施され
る研修会への参
加率向上を目指
す。
夏休みや休業日
の校外研修会へ
の積極的参加を
促す。

Ｂ

校内研修を予定どおり実
施し、効果があった。八
代地区人権集会や現地研
修会への参加者は昨年よ
りも増加したが、他の校
外研修会への参加者が増
えず、参加機会の確保が
課題である。

生徒の人
権意識の
高揚

豊かな人権
感覚を身に
付けた生徒

ＬＨＲ等によ
る人権教育の
充実

校内推進委員会
による教育内容
の検討と指導の

Ａ
人権教育は計画どおり実
施でき、生徒からも人権
の大切さについて学ぶ機



の育成 工夫、改善に努め
る。

会が増えたと回答があっ
たが、さらなる内容の充
実を図る必要がある。

いじめ
の防止
等

いじめの
早期発見

生活アンケ
ートによる
いじめの早
期発見

生徒・保護者
へ３回（１・
２年生）、２
回（３年生）
のアンケート
を実施

定期的にアンケ
ート調査を実施
し、いじめの早期
発見に努める。

Ａ

心のアンケート結果か
ら、いじめを早期に発見
することができた。ま
た、担任や学年の対応が
早く、問題解決の糸口を
見つけることができた。

担任との面
談によるい
じめの早期
発見

アンケート調
査後すぐに担
任との面談
長期休業後等
に担任との面
談

担任の面談だけ
でなく、全職員が
普段の学校生活
の様子を観察し、
いじめの早期発
見に努める。

Ａ

各担任の早めの対応がで
きていて管理職やソーシ
ャルワーカーとの連携も
とれていた。また全職員
で学校の実態を把握し、
いじめの予防対策をとる
ことができた。

いじめ根
絶への取
組

生徒会によ
るいじめ根
絶の宣言

「心のきずな
を深める月
間」における
取組の充実

生徒会で「いじめ
撲滅標語」を募集
し「いじめ撲滅宣
言」を作成する。

Ａ

生徒会を中心とした「い
じめ撲滅標語を作成し、
いじめ撲滅宣言」を実施
することができた。

いじめ問題
対策委員会
の活性化

いじめ事例解
決率１００％

職員研修を実施
する。
いじめ問題対策
マニュアルの徹
底を図る。

Ａ

職員研修を実施しいじめ
問題対策マニュアルの徹
底を図ることができた。

４ 学校関係者評価
八代清流高校の特色である進学重視型単位制として、地域の進学希望者の夢を地域で叶えるた

め、今後もさらにきめ細かい指導を続けてほしい。プロメ・プラン（総合的な学習の時間）とし
て課題研究に取り組んでいるが、今後はディベートのような議論をする中で、論述力や表現力を
身に付けさせてほしい。

センター試験受験者数が１００名を超えており、国公立大学の合格者数が、開校以来最高とな
っている。今後も進学実績を上げ、さらに上級学校卒業後に地元に就職・活躍する人材を育成し
てほしい。

生活面に対して、生徒自身が注意の呼びかけをするなど、生徒が主体的に行動できるようにし
てもらいたい。また、時と場所・状況に応じた挨拶等ができるように教育してもらいたい。

５ 総合評価
生徒自らがルールを守る意識が高く、その上で約90％の生徒が学校生活を明るく楽しく送って

いる。平成２８年熊本地震を経験することで、命を大切にする心や人権を大切にする意識が高ま
ってきた。また、自主的に災害ボランティアに参加する生徒が増えるなど、助け合う心が育った。

高大連携大学出張講義や九州内の大学訪問を行ったことで、大学進学に対して高い目標を持つ
ようになった。また、１年次から特進クラスを設置した学年が卒業するに当たり、開校以来最高
の国公立大学の合格者を出すことができた。

生徒募集用のチラシ（宇城・八代・芦北地区の全52,000世帯へ配付）を例年通り作成するとと
もに、学校ＨＰ、学校新聞（清流だより）の充実を図った。

６ 次年度への課題・改善方策
少しずつ自主的に学習する習慣ができつつあるが、学習に対して、ほとんどの生徒が与えられ

た課題等をこなすという姿勢である。思考力・判断力・表現力等を深めるための授業を取り入れ
るなど、生徒が主体的に取り組める「わかり、考える授業」を目指していきたい。

進学重視型単位制の特色を生かすとともに、特進クラスを設置することにより、国公立大学を
はじめとする４年制大学に多くの生徒が合格することができた。さらに、国公立大学や有名私立
大学に合格できる学力を身に付けさせたい。そのために、特進クラスの取組の検証をするととも
に、進路指導部を中心に３年間を見据えた進路指導計画を作成し、組織的に実行していきたい。

学習面だけではなく、学校行事や部活動等、学校教育全体を通して社会が必要とする人材育成
を図りたい。

また、生徒数の確保が本校の課題であるため、広報活動のさらなる充実を図り、生徒募集につ
なげていきたい。


